














が増幅されることも指摘されており、この polar amplification と呼ばれる現象には海氷激減が関連していると考え
られている（Bekryaev et al., 2010）。本研究では北極海の急激な変動の要因の一つとして海氷－海洋アルベドフィ
ードバック効果に着目する。これは開水面と海氷表面とでアルベド（日射に対する反射率）が大きく異なる（そ
れぞれ 0.07 および 0.7 程度）ことに起因して生じるものであり、一旦海氷密接度が低下すると開水面に入る日射
熱が海氷を融解させ、さらに密接度が低下する正のフィードバック効果である。このフィードバックは南極海や
オホーツク海といった季節海氷域の海氷後退をコントロールする要素の一つであることが明らかになっており
（Niahsi and Cavalieri, 2006; Niahshi et al., 2011）、近年は季節海氷域化しつつある北極海においても重要な役割を
持つことが期待される。しかし、現状では北極海太平洋セクターで海氷密接度の減少と対応して開水面から吸収





量的に評価した。本研究で使用したのは、1979－2012 年の期間の衛星マイクロ波放射計（SMMR および SSM/I）
による海氷観測データの他、海氷漂流速度、ice age データ、ICESat 氷厚データ、および気象再解析データ（ERA-
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図2.  熱収支解析の結果。融解期（5月－8月）の開
水面（灰太線）およびメルトポンド（灰細線）から
吸収される熱量、海氷融解量（黒太線）および海氷
流出量（破線）の経年変動をそれぞれ示す。比較の
ため、融解量および流出量はそれぞれその量を融解
するのに必要となる熱量の形で表現した。 
図3.  初夏（5月中旬－6月上旬）の海氷発散（黒
線）およびその後2ヶ月間（6月中旬－8月上旬）の
海氷融解量（灰線）の経年変動の比較。海氷発散は
漂流速度による海氷密接度の変化として示す。  
